
T H E  H A P P Y  L I F E  I N  J E S U S  

幸せのはじまり、イエス・キリスト                           

 光塩キリスト教会のみことば 

   「心を尽くし、思いを尽くし、知力を尽くして、あなたの神である主を愛せよ。」（マタイの福音書22章37節） 

   「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。」（マタイの福音書22章39節）  

 Jesus is God 

「聞くのに早く、語るのに遅く」      川上優祐 牧師       

 神様は人類初の人間であるアダムを創造して

からこう語られました。「また、神である主は言

われた。『人がひとりでいるのは良くない。わた

しは人のために、ふさわしい助け手を造ろう』」

（創世記2:18）。 

 神様は人間を一人で生きていける存在に創造

されませんでした。この神様のデザインにより、

人は家庭を築き、社会という共同体を構成しま

す。共同体の中では、人は多くの人々と人間関係

を結び、相互依存しながら生きていきます。 

 共存と共生に必要な人と人とのコミュニケー

ションのために、神は人間に「言葉」という道具

を与えられました。この「言葉」を通して、人は

相手の心を理解したり、自分の意志を他人に伝

えたりすることができます。神様が与えたこの

「言葉」を上手く使えば、人間関係の中に平安と

平和が訪れます。逆に言葉を悪用すると、葛藤と

分裂が起こり、ひどい場合は地獄を味わうよう

になります。人間関係の辛さと悩みのせいでこ

の世を去る人々が毎年少なくないことからも、

その深刻性が分かります。 

 「言葉」という道具を上手く使えずに苦しむ人

間のために、神様は親切にも言葉の使い方につ

いて聖書の中に記してくださいました。その中

から、私たちがほかの人に話す時の教えをいく

つか分かち合って見ましょう。神様は嘘、非難、

悪口、内緒話、中傷、性的な冗談などを話しては

ならないと教えます。反対に、祝福、正直、真実、

良い言葉、創造的な言葉、信仰の言葉などを話す

ように教えます。そのような良い言葉も、適切な

時に、塩が塩気を出すように適切に使うべきで

あることも教えます。 

 他の人に話す時もありますが、他の人の話を

聞く時もあります。他の人の言葉を聞くことと、

私が他の人に話すことのうち、どちらが優先な

のでしょうか。聖書は次のように語ります。 

「私の愛する兄弟たち、このことをわきまえて

いなさい。人はだれでも、聞くのに早く、語るの

に遅く、怒るのに遅くありなさい」（ヤコブの手

紙1:19）。 

 神様は聖書を通して教えています。どんな言

葉を、どんな時に、どの程度使うべきなのかも重

要なですが、それよりも重要なのは、他の人の言

葉を聞くことです。どうでしょうか。人と対話す

る時、おもに聞いているでしょうか。それとも、

おもに話しているでしょうか。他の人の言葉に

耳を傾けて、その人を理解しようとしているで

しょうか。それとも、おもに話しながら、自分の

気持ちや意志を理解させようとしているでしょ

うか。もし後者なら、「聞くのに早く、語るのに

遅く」という御言葉をじっくり考えてみましょ

う。愛します。 



Ⅰ．お知らせ/日程 

1. 飛沫感染予防のためにアクリル板を製作してくつろぐはうすに設置 

しました。このために66,690円使いました。 

2. コロナ感染拡大により主日礼拝はオンラインで中継しています。水

曜祈祷会、聖書勉強会などの小グループの集まりは引き続き行って

います。 

Ⅱ．慰め 

1． 闘病中の辻真一兄、体と心の病気に苦しむ方々のために癒やしの

奇跡が起こるようにお祈りしましょう。 

Ⅲ．祝福 

1． 教会の子どもたちが新学年に進級しました。 

主日礼拝  2021年4月11日 

               場所: 各家庭（ライブ中継） 

 

 

 

賛 美 …………………………………    一    同 

信 仰 告 白 「使徒信条」 〃 

讃 美 歌 149番 暗い墓の奥深く 〃 

代 表 祈 祷 ………………………………… 川上優祐牧師 

交 読 創世記1:1、ピリピへの手紙2:5～8    一    同 

聖 書 朗 読 創世記49章 川上優祐牧師 

メ ッ セ ー ジ 『助ける神様、祝福する神様』 〃 

讃 美 歌 127番 主イエスは尊き    一    同 

報 告 ………………………………… 川上優祐牧師 

賛 美 歌 4番 父なる神 力の主よ     一    同 

祝 祷 ………………………………… 川上優祐牧師 


